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エタネルセプトBS「MA」の作用メカニズムは？
TNFは、免疫システムのなかでも炎症に関わる“サイトカイン”と呼ばれるタンパク質の
1つです。TNFは日々、体内でつくられていますが、通常は、細胞から離れて存在している
「可溶性TNFレセプター」がTNFに結合して、TNFの働きを調節し、バランスがとれた
状態になっています。
ところが、関節リウマチ患者さんの体内ではTNFが過剰につくられるため、結合する
「可溶性TNFレセプター」が足りない状態になっています。そうすると、TNFは関節
リウマチの症状に関わる細胞表面の「TNFレセプター」と結合して、炎症を引き起こし
ます。この炎症が、関節の痛みや腫れ、関節破壊の進行に関与します。

エタネルセプトBS「MA」は、
「可溶性TNFレセプター」を2つつなげた薬です。

関節リウマチ患者さんの体内で
過剰につくられたTNFに結合し、

TNFの働きをおさえることによって、抗リウマチ作用や
抗炎症作用を発揮すると考えられています。

（エタネルセプトとTNFが結合している）
エタネルセプトの働き

（TNFにより炎症が起きている）
関節リウマチの状態



関節リウマチとはどんな病気?
関節リウマチは、ウイルスや細菌などの外敵から体を守る免疫システムが自分自身を攻
撃し、関節の内側を覆う滑

かつ

膜
まく

と呼ばれる部分に炎症が起きて、関節に痛みや腫れが生じ
る病気です。この免疫システムには、TNFも関与しています。
関節リウマチの典型的な症状は関節の痛みや腫れですが、そのほかに朝のこわばり
（起床時に関節がこわばり、動かしにくいこと）や、発熱・疲労感などの関節以外の全身
症状がみられる場合もあります。

滑膜に炎症が起こり、関節の症状が悪化してくると軟骨や骨に異変が起こり、いずれ関
節は破壊されていきます。従来、関節破壊は長年かかって徐々に進行すると考えられて
いましたが、実際は関節リウマチを発症して数年以内に急速に進行することが、明らか
になっています。そのため、できるだけ早期に治療を開始して滑膜の炎症をおさえ、関節
破壊の進行を抑制することが重要と考えられています。





















エタネルセプトBS「MA」は、通院での投与のほか、「自己注射」を選択できます。



注射針をまっすぐ抜き、アルコール綿
で注射した部位を約5秒押さえる。

自己注射方法（シリンジ製剤）

エタネルセプトBS「MA」の自己注射方法は？

消毒した部位の皮膚を軽くつまみ、
注射針をすばやくまっすぐ刺す。

ゆっくりと内筒を最後まで押しきって
薬液を注射する。

注射針をまっすぐ抜き、アルコール綿
で注射した部位を約5秒押さえる。

消毒した部位の皮膚を軽くつまみ、
注射針をすばやくまっすぐ刺す。

しっかり補助具を持ち、ゆっくりと内
筒を最後まで押しきって薬液を注射
する。

補助具を使用しない場合

補助具を使用する場合

注射の補助具（必要に応じてご使用ください）

レバーが開いている状態
（シリンジがセットされてない状態）

補助具にシリンジをセットした場合

■補助具を使うことで針キャップを安全にまっすぐはずすことができます。
■注射の際にシリンジを固定することができます。
■注射する際に針が入る深さを一定にすることができます。



次のような症状が出たり体調の異常を感じたら、
すぐに主治医、看護師、または薬剤師に相談してください。

自己注射の詳しい方法については、自己注射手順ガイド、自己注射動画をご覧ください
（裏表紙参照）。

自己注射方法（ペン製剤）

ペンのキャップをはずし、ペンの皮膚
密着面を直角に消毒した皮膚に密着
させる。

ペンを押し込んで青い先端が十分に
押し込まれた状態にする。「カチッ」と
音がなると注射が始まるので、その
まま約10秒間待つ。

薬液表示部の色が変わったら、ペン
を直角に離し、アルコール綿で注射
部位を約5秒押さえる。
※写真はエタネルセプトBS皮下注50mg
ペン1.0mL「MA」です。



エタネルセプトBS「MA」による治療で
次のような 副作用がおこる可能性があります

● 悪性腫瘍
エタネルセプトBS「MA」との因果関係は不明ですが、悪性腫瘍が発生する可能性
があります。

投与中に気になる症状が出たり体調の異常を感じたら、すぐに主治医、
看護師、または薬剤師に相談してください。
また、体調の変化を見逃さないために、「治療記録ノート」をつけて
ください。

！

● 感染症（敗血症*、肺炎、日和見感染症**、結核など）
病原体に対する抵抗力が低下して感染症にかかりやすくなることがあります。
* 病原体が血液中に入って全身に回り、重大な全身症状を引きおこす病気です。
** 通常は感染症をおこさない弱い病原体により免疫力が低下したときなどに発症する病気です。

● アレルギー反応
口内異常感や皮膚のかゆみ、赤み、熱感などの症状があらわれることがあります。

● 血液障害
汎血球減少、血小板減少、白血球減少などがあります。
風邪のような症状があらわれます。

● 脱髄疾患（多発性硬化症、ギラン・バレー症候群など）
神経線維の一部が壊されてしまう病気です。

● 間質性肺炎
日常生活の動作の中で、安静時には感じない呼吸困難やから咳などの症状が出る
病気です。

● 抗dsDNA抗体の陽性化を伴うループス様症候群
自分の体の成分に対する抗体があらわれて、関節痛、筋肉痛、皮疹などの症状が
出る病気です。

● 肝機能障害
肝機能検査値（AST、ALTなど）が上昇することがあります。
倦怠感や発熱などの症状が出ます。

● 中毒性表皮壊死融解症（Toxic Epidermal Necrolysis：TEN）、
　皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、多形紅斑
中毒性表皮壊死融解症は、発熱とともにやけどのような皮膚の赤み、痛み、水ぶくれ
の症状が出ます。皮膚粘膜眼症候群では、皮膚粘膜のただれや、高熱の症状がみられ
ます。多形紅斑では、体のあちこちの皮膚で赤みの症状があらわれます。

● 抗好中球細胞質抗体（ANCA）陽性血管炎
発熱や血管の炎症をおこす病気です。
全身倦怠感や皮膚、肺、神経の症状があらわれます。

● 急性腎障害、ネフローゼ症候群
急激に腎臓の機能が低下し、蛋白尿、低蛋白血症、脂質異常症、むくみなどの症状が
あらわれます。

● 心不全
心臓のポンプ機能が低下し、動悸、息切れ、易疲労感、倦怠感などの症状があらわれ
ます。

ふくびくうえん
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● 抗dsDNA抗体の陽性化を伴うループス様症候群
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ます。



E 00190 04

E00321 01

シリンジ製剤の
注射方法の動画は

こちらからご覧ください

ペン製剤の
注射方法の動画は

こちらからご覧ください


